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◎
全
員
賛
成
　
○
賛
成
多
数

⋯
　

平
成
18
年
度
決
算
認
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

⋯
　

平
成
19
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
一
般
会
計
︵
第
３
号
︶

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◎
一
般
会
計
︵
第
４
号
︶

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
ふ
じ
み
野
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

◎
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
等
の
基

準
に
関
す
る
条
例

◎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
条
例

⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

◎
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

◎
道
路
線
の
廃
止
︵
１
件
︶
、
変
更
︵
１
件
︶
、

認
定
︵
６
件
︶

以
上
、
可
決

⋯
　

人
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

以
上
、
同
意

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
体
制
が
整
う
ま
で
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
打
ち
切
ら
な
い
こ
と
を

求
め
る

・
郵
政
民
営
化
を
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
る

・
﹁
非
核
日
本
宣
言
﹂
を
求
め
る

以
上
、
否
決

◎
政
治
資
金
透
明
化
を
求
め
る

◎
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
巨
大
地
震
に
関

す
る
耐
震
対
策
の
改
善
を
求
め
る

◎
難
病
︵
特
定
疾
患
︶
の
医
療
費
公
費
負
担

の
充
実
を
求
め
る

以
上
、
可
決
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提
出
議
案
と

審
議
結
果

自
民
ク
ラ
ブ

積
極
的
な
行
財
政
改
革
と
経
常
収
支
比

率
の
改
善
を

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
は
、

予
算
計
上
さ
れ
た
各
事
業
が
予
定
ど
お
り
実
施
さ

れ
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
。
地
方
交
付
税
は
国
の

﹁
三
位
一
体
改
革
﹂に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後

は
自
主
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
の
硬

直
し
た
財
政
構
造
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
積
極
的
に

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

﹁
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
﹂が

守
ら
れ
て
い
な
い

　
国
の
借
金
押
し
つ
け
の
も
と
で
、
自
主
財
源
比
率

が
六
四
・
六
％
、
単
年
度
は
一
三
億
円
の
黒
字
、
こ

の
豊
か
な
財
源
を
市
民
本
位
に
使
え
ば
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
削
減
等
は
必
要
な
い
。
国
の﹁
構
造
改
革
﹂に

よ
っ
て
補
助
金
が
削
減
さ
れ
、
交
付
税
も
二
億
八
、

〇
〇
〇
万
円
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
増
え
た
の
は
臨

時
財
政
対
策
債
一
一
億
円
な
ど
で
、
市
の
財
政
構
造

を
借
金
づ
け
に
す
る
も
の
。
定
率
減
税
の
半
分
廃
止

で
市
民
の
負
担
は
一
人
当
た
り
五
、
七
〇
〇
円
も
増

え
て
い
る
が
、
市
独
自
の
軽
減
策
は
な
く
、
合
併
時

の
﹁
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
﹂
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。

公
明
党

住
民
の
視
点
に
立
つ
予
算
執
行
を

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
数
字

を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
四
・
一

ポ
イ
ン
ト
好
転
し
て
い
る
。
当
市
と
し
て
も
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
行
な
う
た
め
に
、

さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
財
政
的
に
有

利
な
起
債
で
も
、
計
画
性
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
今
ま
で
の
現
金
主
義
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
い

く
ら
の
資
金
が
必
要
な
の
か
が
分
か
る
発
生
主
義
で

分
析
を
行
な
う
べ
き
だ
。
ま
た
、
住
民
の
視
点
に
立

つ
予
算
執
行
が
大
事
で
あ
る
。

民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ

な
お
一
層
の
創
意
工
夫
を
望
む

　
平
成
十
八
年
度
決
算
の
位
置
づ
け
は
、
新
市
に
お

い
て
は
じ
め
て
の
年
間
を
通
し
た
決
算
で
あ
り
、
十

七
年
度
、
十
九
年
度
と
あ
わ
せ
て
、
二
十
年
度
か
ら

ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

そ
の
助
走
期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
等
の
影
響
で
、
予
算
編
成
に

お
い
て
も
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。
決
算
の

結
果
を
見
る
と
、
財
政
調
整
基
金
や
各
種
基
金
の
あ

り
方
等
行
財
政
改
革
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い

る
。
な
お
一
層
の
創
意
工
夫
を
望
む
。


